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Abstract
Gabriel Faure was a French composer who was actively engaged in the musical world in France
from the 19th century to the 20th century.In the violent period of changes―― from the time of ro-
manticism to the present―― Faure established devotedly his own idiom by excluding the old author-
ity and new fashion of that time. The superb feature of his music is in a graceful melody and a unique
progress in harmony. Because his harmony progress and modulation method were extremely uncon-
ventional at that time, Saint-Saëns, who was Faure's master, shouted, "He at last went mad!"
In this paper, I attempt to explore the special feature of Faure's harmony progress and modulation
out of his works. I certainly hope that this research could prove to be access to the originality of Fau-
re's music even a bit.
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C :    I            IV             II                                               C :   I           VI 
                                a :   IV           V                 I                           e :   IV                  V 
                                                                                                                            H :   I           VI 





















































































































































































































































































































と 5）と 7）の 4 つの和音に連結したときは 3 度関係の転調となる。以上は長 3 和音への連
結である。短 3 和音の中では、3 度関係である、9）と 11）については、元の調の和音であ
り転調の連結とはならない。連結譜例で確認すると、15）から 19）は長 3 和音への連結で
あり、そのうち 15）は元の調内での連結である。16）から 19）は 3 度関係の連結であが、
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1) 2) 3) 4) 5) 6)
8) 9)
連結例 
10) 11) 12) 13)
7)
15) 16) 17) 18) 19)
20) 21) 22)
そのうち、16）と 17）とは共通音以外の 2音がいずれも半音関係の連結をしているが、18）






































































この譜例の第 2小節の第 3拍が変ホの短三和音で、その次の第 3小節がニの長三和音であ
る。2 つの和音の共通音は変ト音（Ges）と嬰へ音（Fis）である。第 2 小節最後のＦ＃音は
正しくは変ト音なのであるが、演奏時に楽譜が読みやすいように異名同音変換により次のＦ
＃音と同じように表記している。この例では遠い調への転調の結果、旋律線に変ロ音からＣ
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音までの全音音階が出現している点も特徴的である。
〔譜例 47〕「バイオリンソナタ第 2番」より
この例では、ホの長三和音とヘの短三和音とを行き来している。2つの和音の共通音は嬰
ト（Gis）と変イ（As）とであり、曲例の旋律も共通音を中心に動いている。この例のこの
部分は、フォーレの他の作品と比較すると、やや理屈っぽく硬直した印象を受ける。この前
の項（2．2．2．2）で考察したような柔軟な考え方を、ここではフォーレは考えていなかっ
たようである。
2．3．考察の結果
「フォーレの作品における転調の独創性に関する考察」との表題で研究に取り組んできた
が、そもそも「独創性」ということを明確に論ずることは、相当に難しいことであった。な
ぜなら、「独創性」という言葉は、「他の人にない」という意味を含んできるからである。
「独創的である」ことを証明するには、「他の人にない」あるいは、「他の人にはきわめて少
ない」ということを証明しなければならないが、そのようなことを証明するには、世の中の
あらゆる作品を調べ上げねばならず、それは到底不可能なことである。
したがってこの研究では、方法としてフォーレの作品に「多くみられる」特色を示すこと
により、フォーレの「独創性」にいくらかでも迫ることを目指したのである。文章表現がま
だまだ不十分な点も感ずるが、フォーレの和声進行の特色に関しては、ある程度明らかに出
来たのではないかと思っている。
終わりに「その他の特色について」
この研究を進めていく中で、フォーレの音楽には転調の独創性のほかにも「全音による増
4度の開きを持つ旋律線」「長 3和音における第 1転回形の愛用」「半音階的な転調と同形反
復」などの特色が有ることが明らかになって来た。それらはこの小論の主題である転調や和
声進行との関連性を持っていると考えられるが、それらをこの小論ですべて述べてしまうこ
とは、この小論の主題が分散し、曖昧になってしまう恐れが有るのでひとまず保留とし、こ
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れらについては今後別の機会に考察を深めたい。
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